
 

 

令和７年８月５日 

四国運輸局海上安全環境部 

 

輸送の安全確保に関する警告書の発出について 
 

 令和７年４月８日、四国汽船株式会社の旅客フェリー「あさひ」が、宮浦港に入港中に、右舷船首が

岸壁に衝突する事故が発生しました。これを受けて、海上運送法第２５条第１項に基づく立入検査を

実施したところ、船長が入港着岸前に、安全な海域において、機関の後進、舵等の点検を実施してい

なかったこと等の事実が確認されました。 

 そのため、下記のとおり輸送の安全確保に関する警告書の発出を行いましたので、お知らせいたしま

す。 

記 

 

１. 発出年月日 令和７年８月５日 

 

２.事業者の名称及び住所並びに代表者の氏名 

事業者の名称：四国汽船株式会社 

事業者の住所：香川県香川郡直島町２２１９番地４０ 

代表者の氏名：代表取締役社長 小嶋 光信 

 

３.指導内容  

①安全統括管理者は、安全管理規程第１７条に基づき、関係法令の遵守と安全最優先の原則を徹底

するとともに、安全管理規程の遵守を確実にすること。 

 ②運航管理者は、安全管理規程第１８条に基づき、船舶の運航の管理その他の輸送の安全の確保に

関する業務全般を統括し、安全管理規程の遵守を確実にしてその実施の確保を図ること。 

 ③船長は、安全管理規程第３１条に基づき、事故処理基準に定める事故が発生したときは、必ず運

航管理者に連絡すること。 

 ④船長は、安全管理規程第３６条に基づき、離岸後着岸するまでの間、旅客が車両区域に立入るこ

とを禁止する措置を講じること。 

 ⑤船長は、安全管理規程第３７条及び作業基準第１４条第３項に基づき、法令及び作業基準に定め

るところにより、乗組員をして旅客区域、車両甲板その他必要と認める場所を巡視させ、法令及

び運送約款に定める旅客等が遵守すべき事項の遵守状況その他異常の有無を確認させたときは、

当該巡視結果を巡視記録簿に記録すること。 

 ⑥船長は、安全管理規程（運航基準第１５条）に基づき、入港着岸（桟）前、安全な海域において、

機関の後進、舵等の点検を実施すること。 

 ⑦船長は、安全管理規程第４４条に基づき、自船に事故が発生したときは、人命の安全の確保のた

めの万全の措置、事故の拡大防止のための措置、旅客の不安を除去するための措置等必要な措置

を講ずるとともに、事故処理基準に定めるところにより、事故の状況及び講じた措置を速やかに

運航管理者及び海上保安官署等に連絡すること。 

 

４．当該事業者に対する違反点数付与状況 

 当該警告により付された違反点数   １１点 

 当該事業者に付された累積違反点数  １１点 

 
四国運輸局 
国土交通省 

（問い合わせ先） 

四国運輸局海上安全環境部 

運航労務監理官 

 担当：川西・山﨑 

電話：087-802-6830 


